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古墳時代 名前

問1 5世紀の日本において、倭の五王と呼ばれる王たちが中国の南朝へ繰り返し使節を送った目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2017年

長野県公立入試 類似）

1. 平城京を造営するためのモデルと
して、中国の都の仕組みを詳しく調
査するため

2. 中国皇帝から王としての国際的な
地位を認められ、朝鮮半島南部での
立場を有利にするため

3. 沿岸部で活動し周辺諸国を苦しめ
ていた倭寇を取り締まるよう、中国
から要請を受けたため

4. 白村江の戦いで唐・新羅の連合軍
に勝利するための軍事同盟を、中国
の王朝と結ぶため

問2 4世紀から7世紀頃にかけて、朝鮮半島や中国大陸から日本列島へ移住し、漢字や儒教、仏教などの大陸文化や、優れた製作技術を伝えた人々を
何と呼びますか。 （2021年 島根県公立入試 類似）

1. 遣隋使 2. 渡来人 3. 御家人 4. 防人

問3 古墳時代を象徴する墓の形式で、円形と方形を組み合わせた鍵穴のような独特の形状を特徴とし、大阪府にある日本最大の規模を誇る大仙古墳
（伝仁徳天皇陵）にも採用されている名称を答えなさい。 （2025年 島根県公立入試 類似）

1. 前方後方墳 2. 方墳 3. 円墳 4. 前方後円墳

問4 大阪府の百舌鳥・古市古墳群に含まれる、三重の濠が巡らされた日本最大の前方後円墳の名称と、それが登録されているユネスコの区分の組み
合わせとして正しいものを次から選びなさい。 （2020年 群馬県公立入試 類似）

1. 箸墓古墳（世界文化遺産） 2. 大仙古墳（世界文化遺産） 3. 大仙古墳（世界自然遺産） 4. 五色塚古墳（世界文化遺産）

問5 ヤマト王権が巨大な前方後円墳を築き、その周囲に武装した人物の像などの埴輪を並べたり、鉄剣に首長の称号を刻んだりした歴史的な背景と
して、最も適切なものはどれですか。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 貴族による摂政・関白の政治を安
定させるための儀式として行ったた
め

2. 大陸から伝わった稲作の技術を記
念し、収穫を祝う祭祀の場とするた
め

3. 各地の豪族に対して、王権の強大
な軍事力や政治的な支配力を示すた
め

4. 仏教を全国に広めるために、寺院
の代わりとして巨大な墓を建立した
ため

問6 5世紀の朝鮮半島にある伽耶（加羅）地域から大和政権が得ていた資源で、武人の埴輪に見られるような鎧や武器の材料となり、政権の武力強化
に大きく貢献した金属は何ですか。 （2019年 群馬県公立入試 類似）

1. 青銅 2. 金 3. 銅 4. 鉄

問7 5世紀から6世紀にかけて、日本列島には大陸から多くの人々が移り住みました。この時期の遺跡である前方後円墳などからは、円筒埴輪や人物
埴輪とともに、高温の窯で焼かれた硬くて灰色をした土器が出土しています。この土器の製作技術を日本に伝え、さらに文字や儒教、仏教とい
った高度な文化をもたらした人々を何と呼びますか。 （2015年 千葉県公立入試 類似）

1. 防人 2. 渡来人 3. 語部 4. 遣隋使

問8 4世紀から5世紀にかけて、朝鮮半島などから日本列島へ移り住み、漢字や儒教、さらには須恵器の製作技術や鉄器の製造といった高度な文化や
技術を伝えた人々を何と呼びますか。 （2021年 千葉県公立入試 類似）

1. 防人 2. 渡来人 3. 遣唐使 4. 部民

問9 埼玉県の稲荷山古墳から出土した、表面に「獲加多支鹵大王（ワカタケル大王）」という文字が金色の象嵌で刻まれた遺物について、その名称
として正しいものを選んでください。 （2021年 大阪府公立入試 類似）

1. 鉄剣 2. 銅鏡 3. 金印 4. 埴輪

問10 縄文時代と古墳時代の出土品の違いについて説明した文として、最も適切なものを1つ選びなさい。 （2026年 徳島県公立入試 類似）

1. 土偶も埴輪もどちらも古墳時代の
副葬品であり、大仙古墳などの大型
古墳から出土する。

2. 埴輪は縄文時代の集落跡から多く
出土し、土偶は古墳時代の豪族の墓
から出土する。

3. 鉄剣や銅鏡は縄文時代から用いら
れ、土偶は古墳時代になって権力の
象徴として副葬された。

4. 埴輪は古墳時代に古墳の表面や周
囲に並べられたが、土偶は縄文時代
に祈りや魔よけのために作られた。

問11 5世紀頃、大和政権の王（倭の五王）が中国の南朝へ繰り返し使者を送った主な目的として、最も適切な説明はどれか。 （2020年 香川県公立入試 類似）

1. 隋に対して対等な立場での外交を
求め、小野妹子を派遣して中国の進
んだ律令制度を学ぶため。

2. 朝鮮半島南部における軍事的な指
揮権を認めさせ、鉄資源の確保など
の面で他国より優位に立つため。

3. 中国の北朝から公式に仏教を取り
入れることで、鎮護国家の思想に基
づいた国づくりを行うため。

4. 唐の勢力拡大に対抗するため、朝
鮮半島の百済や新羅と結んで軍事同
盟を強化するため。

問12 5世紀中頃に造られた日本最大の面積を誇る大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）の所在地について、日本列島を4つの地域に分けたとき、この古墳が
位置する場所を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2020年 東京都公立入試 類似）

1. 屋久島などの自然遺産がある、九
州地方南端（鹿児島県付近）

2. 富士山が位置する、中部地方（静
岡県付近）

3. 中尊寺金色堂などの文化遺産があ
る、東北地方（岩手県付近）

4. 百舌鳥・古市古墳群が広がる、近
畿地方（大阪府付近）

問13 5世紀後半の大和政権において、最高権力者が名乗った称号は何ですか。埼玉県の稲荷山古墳から出土した金錯銘鉄剣に、「獲加多支鹵」という
人名に続けて刻まれている名称を答えなさい。 （2019年 長崎県公立入試 類似）

1. 将軍 2. 天皇 3. 大王 4. 執権

問14 3世紀ごろの中国大陸では、複数の勢力が対立して覇権を争っていました。この時期、日本の邪馬台国の女王である卑弥呼が使いを送り、「親魏
倭王」の称号を授かったとされる国が含まれる時代の名称を選びなさい。 （2016年 和歌山県公立入試 類似）

1. 五代十国時代 2. 戦国時代 3. 三国時代 4. 南北朝時代

問15 古墳時代の日本列島において、大陸から移住してきた渡来人によって伝えられた、青灰色で非常に硬い性質を持つ土器の名前を答えなさい。
（2024年 鳥取県公立入試 類似）

1. 須恵器 2. 土師器 3. 縄文土器 4. 弥生土器
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

中国皇帝から王としての国際的な地位を認め
られ、朝鮮半島南部での立場を有利にするた
め

5世紀の古墳時代、倭の五王は中国の南朝に朝貢しました。当時の倭の王は、大陸の強大な王
朝から「倭王」としての称号（冊封）を得ることで、自身の権威を国内外に示すとともに、鉄
資源の供給地として重要だった朝鮮半島南部における外交的・軍事的な優位性を確保しようと
考えました。

問2 答え 2
渡来人

朝鮮半島での動乱などを背景に、優れた技術や知識を持つ人々が日本列島へ渡ってきました。
彼らは大和政権に仕え、文字（漢字）の記録や外交、土木技術、金属工芸などの分野で重要な
役割を果たし、日本の古代国家形成に大きな影響を与えました。

問3 答え 4
前方後円墳

古墳時代の3世紀後半から6世紀にかけて、近畿地方を中心に日本各地で築かれた墓の形式です
。この形式が全国的に広がったことは、大和政権（ヤマト王権）による政治的な支配や影響力
が各地に及んでいたことを示す重要な証拠と考えられています。大阪府の堺市にある大仙古墳
は、この形式の代表例であり、世界最大級の墳墓として知られています。

問4 答え 2
大仙古墳（世界文化遺産）

5世紀の古墳時代中期に築造された大仙古墳は、全長約486メートルを誇る日本最大の古墳で
す。その圧倒的な規模と独特な形状は、当時のヤマト政権の強力な支配力を示すものと考えら
れています。2019年には、周辺の古墳とともに「百舌鳥・古市古墳群」としてユネスコの世
界文化遺産に登録されました。

問5 答え 3
各地の豪族に対して、王権の強大な軍事力や
政治的な支配力を示すため

古墳の巨大化や、武人などをかたどった埴輪の設置、そして「大王」という称号を刻んだ鉄剣
を配ることは、ヤマト王権の優れた技術力や軍事的な権威を内外に示す目的がありました。こ
れにより、各地の有力な豪族を自らの支配下に組み込み、連合政権としての基盤を固めていき
ました。

問6 答え 4
鉄

大和政権は、朝鮮半島の南部に位置する伽耶（加羅）地域から鉄資源を安定的に確保し、それ
を用いて高度な武器や鎧を製造しました。当時の古墳から出土する武人の埴輪が鎧をまとって
いることからも、この金属が軍事力の象徴であったことがわかります。これにより、政権は軍
事的な優位を築きました。

問7 答え 2
渡来人

5世紀から6世紀の古墳時代、朝鮮半島からの移住者である渡来人は、それまでの日本になかっ
た高度な技術や文化を伝えました。土器においては、従来の土師器（はじき）とは異なる、穴
窯を用いて1000度以上の高温で焼成する「須恵器（すえき）」の技術をもたらしました。ま
た、漢字を用いた記録や、道徳的な教えである儒教、さらには6世紀に百済から伝えられた仏
教など、その後の日本の国家形成に不可欠な知識を普及させました。

問8 答え 2
渡来人

朝鮮半島における戦乱や政治的変動を背景に、日本列島へ移り住んだ人々を指します。彼らが
もたらした漢字は記録手段として、儒教は政治理念として、また須恵器や鉄器の製作技術は人
々の生活や軍事力を向上させる大きな力となりました。ヤマト王権はこれらの人々を組織に組
み込むことで、国家の基盤を固めていきました。

問9 答え 1
鉄剣

稲荷山古墳から出土したこの鉄剣には、115文字に及ぶ漢字が刻まれており、当時の政治状況
や文字の使用状況を知る一級の史料となっています。刻まれた「獲加多支鹵大王」は、日本書
紀や古事記に登場する雄略天皇を指すと考えられています。

問1
0

答え 4
埴輪は古墳時代に古墳の表面や周囲に並べら
れたが、土偶は縄文時代に祈りや魔よけのた
めに作られた。

埴輪は古墳時代に造られた古墳に並べられた土製品ですが、土偶は縄文時代に魔よけや豊かな
収穫などを祈るために作られたものです。このように、作られた時代や使用目的が異なります
。

問1
1

答え 2
朝鮮半島南部における軍事的な指揮権を認め
させ、鉄資源の確保などの面で他国より優位
に立つため。

5世紀の大和政権は、国内での支配力を強めるとともに、大陸から伝来する鉄資源を安定して
確保しようとしていました。そのために中国の南朝（宋など）へ朝貢を行い、朝鮮半島南部に
おける軍事的な指揮権や政治的な地位を正式に認めさせることで、周辺諸国に対して有利な立
場を得ようとした背景があります。

問1
2

答え 4
百舌鳥・古市古墳群が広がる、近畿地方（大
阪府付近）

大仙陵古墳は、現在の大阪府堺市に位置しています。この地域には巨大な古墳が集中しており
、2019年には「百舌鳥・古市古墳群」としてユネスコの世界遺産（文化遺産）に登録されま
した。岩手県の平泉や、静岡県の富士山、鹿児島県の屋久島もそれぞれ世界遺産に登録されて
いますが、古墳時代を象徴するこの巨大古墳は近畿地方に築かれました。

問1
3

答え 3
大王

5世紀の大和政権の盟主は「大王（おおきみ）」と呼ばれていました。埼玉県の稲荷山古墳か
ら出土した鉄剣には、雄略天皇にあたるとされる「獲加多支鹵（ワカタケル）」の名とともに
この称号が刻まれており、当時の政治体制を示す貴重な史料となっています。天皇という称号
が使われ始めるのは、さらに後の7世紀後半（飛鳥時代）になってからです。

問1
4

答え 3
三国時代

3世紀の中国大陸では、魏、呉、蜀の三つの国が並び立ち、互いに勢力を争っていました。こ
の時期を三国時代と呼び、日本の邪馬台国の女王・卑弥呼は、その中の一つである「魏」に使
いを送り、金印や銅鏡を授かることで自らの権威を高めようとしました。

問1
5

答え 1
須恵器

朝鮮半島から渡来した人々が伝えた技術により、古墳時代から作られるようになった土器です
。それまでの土器が野焼きで焼かれていたのに対し、斜面を利用した穴窯（あながま）を使い
、1000度以上の高温で焼き上げるため、非常に硬質（こうしつ）で液体が漏れにくいという
特徴があります。


